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D V D

＊このDVDは、演奏シーンに素早くアクセスできる“デモ演奏モード”を用意しています。
ここから、目的の曲の演奏速度（ノーマル、スロー）を選んでください。
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　この度、私の教則DVD『ギター・スタイル・オブ・ロバー
ト・ジョンソン』に新原稿を加えたものがDVD付き書籍とし
て再発売されることになりました。思えば、本作がVHSビデ
オとして最初発売されたのは1995年、ちょうど20年前のこと
でした（2003年にDVD化）。長い間多くの方々にご愛用いただ
いてきた作品ですが、今回のムック化により、新しい世代の
方にも楽しんでいただけそうで、私としてもとても嬉しく思
います。それにしても20年前ですよ。先日ムック化された『ブ
ルース・ギターの常套句・生！』よりもさらに若い私が見られ
るということです。それだけでも楽しんでいただけるのでは
ないでしょうか（笑）。
　今回の書籍化に当たり、ロバート・ジョンソンのギター・ス
タイルの全貌をより深く理解していただくために、彼の実際
のプレイのスコアも全曲（イントロと1stヴァース）付けることに
なりました。私がギターを始めた頃は今のような情報がほと
んどなく、苦心して見つけたLPから音を取って学ぶことが主
流でした。LPからカセット・テープに音を落とし、ラジカセ
を何台も壊しながらコピーしたあの時代…ロバート・ジョンソ
ンはそのギター・アプローチを解明したかったブルースマン
のひとりだったのです。今回の掲載に当たっては、その頃書
き溜めた楽譜をさらに注意深く見直ししています。新たに書
き起こした解説やコラムも楽しんでいただけると思います。
　ロバート・ジョンソンといえば、私は2011年10月にミシシッ
ピー州グリーンウッドで開催された「生誕100周年フェスティ
バル」に出演いたしました。そのイベントを主催した現地の
ラジオ局「WABG」において、当時DJをされていた保科友美
さんに推薦いただいて実現したのですが、ミシシッピー・デ
ルタの現地の方々と交流でき、現地の空気を肌で感じること
ができたことは、私にとって掛け替えのない経験でした。本
書では、そのミシシッピー遠征の際に撮った写真もところど
ころ使わせていただきました。ブルース史上燦然と輝く重要
なブルースマン、ロバート・ジョンソンとの時代を超えた関
わりが、本書に結び付いたことを光栄に思っています。

2015年5月　打田十紀夫

は じ め に
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ロバート・ジョンソン奏法
完全分析
〜DVDとスコアで学ぶ演奏スタイル〜

PART

DVD
連動

1

DVDで完全学習　
ギター・スタイル・オブ・ロバート・ジョンソン

※付属DVDの収録は1995年です。そのため、DVDの中で紹介しているCDやVHSビデオには、現在入手が難しいものもあります。

このパートは、付属の教則DVDに連動したページです。
DVDに収録した解説やデモ演奏を見ながら、
ここに掲載された楽譜を用いて、レッスンを進めてください。
五線譜の上に記した左手のコード・ダイアグラムや、
タブ譜の数字の隣に付けた右手指を表すピッキング・ラインの向き（P.5）も参考にして、
確実に学んでいきましょう。
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　ロバート・ジョンソンのギター・スタイルに取り
かかる最初の曲として最適なのが、この「Love In 
Vain」でしょう。アレンジ自体がシンプルで、左手は
ほとんどコード・フォームを押さえたままで弾けます。
　サウンドの決め手となるのは、リズムを引っ張っ
ていく右手親指で弾くモノトニック・ベース。特に

ロバート・ジョンソンの場合、親指がベース弦を複
音で弾くことが多く、しかもそれを手の平付け根で
直後にカットすることで、“ガッ”というような歯切れ
の良いサウンドを生み出しています。まずは、この
動きが滑らかにできるように、親指のピッキング単
体で練習するといいでしょう。

ポ イ ン ト 解 説

Love In Vain

PART DVD連動ページ1
練習曲01
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レギュラー・チューニング：EADGBE/6→1
Key＝G

「Love In Vain」Words & Music by Robert Johnson

G u i t a r  S t y l e  o f  R o b e r t  J o h n s o n
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　曲のキーなどを示したP.29の一覧表でも分かるよ
うに、ロバート・ジョンソンがもっとも多用したキー
がAでした。この練習曲は、彼のAブルースへのア
プローチが把握できるようにまとめたものです。
　1stセクションは、歌のバッキングとして用いたコー
ド・ワーク。AとAdimのコードを組み合わて弾くメ

ロディアスなフレージングは、非常に合理的で絶妙。
2ndセクションは、ジョンソンが弾いた唯一のギター・
ブレイクとして、「Kindhearted Woman Blues（テ
イク１）」の途中で登場するフレーズが基になってい
ますが、最初の４小節の対位法はデルタ・ブルース
では例を見ない美しいサウンドになっています。

Robert Johnson's Blues In A

PART DVD連動ページ1
練習曲02

ポ イ ン ト 解 説
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レギュラー・チューニング：EADGBE/6→1
Key＝A

G u i t a r  S t y l e  o f  R o b e r t  J o h n s o n



オリジナル全29曲
完全分析

PART

スコア

2

DVDで完全学習　
ギター・スタイル・オブ・ロバート・ジョンソン

〜イントロ＆1stヴァースのコンプリート・スコア〜

このパートでは、ロバート・ジョンソンの残した
全29曲のギター・プレイをご紹介します。
各曲とも、イントロと1stヴァースを完全コピーしてあります。
２テイクあるものは基本的にテイク１の方をセレクトしてあります
（例外の場合は、解説文に記載してあります）。
ロバート・ジョンソンの原曲を聴きながらトライしてみましょう。

ブルースでは、フルコピーをそのまま覚えて弾くのではなく、
最終的にそのアイディアを基に発展させて弾けるようになることが大切です。
ロバート・ジョンソンのプレイを掲載したこれからのページを、
そのためのプロセスとして参考にしていただけると幸いです。
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　このPART 2では、ロバート・ジョンソンの実際のプレイ
をなるべく忠実に採譜した楽譜をもとに、彼の音楽性、ギ
ター・テクニック、アプローチによりディープに迫りますが、
まずその前に、彼の残したテイクからそのギター・スタイル
の全体像を確認しておきましょう。今日聴くことのできるロ
バート・ジョンソンの録音は全部で42テイク。その各テイク
でどのようなアプローチをしているかを右ページに一覧表と
してまとめました。

　当時のレコーディングでは、各曲で少なくとも２テイクは
録音されたと考えられますが、曲によっては１テイクしか残っ
ていないものもあります。また、２テイク残っている曲の中
には、弾き方を変えている曲もあれば、２テイクともほぼ同
じ弾き方のものもあります。やや横着ではありますが、すべ
てのテイクを独立したものとして捉えて、チューニングで分
析してみると下記のようになります。

　●レギュラー・チューニング　18テイク
　　（Aキー：11、Eキー：３、Gキー：２、Cキー：２）　
　●ドロップDチューニング　５テイク
　●オープンGチューニング　15テイク
　●オープンDチューニング　３テイク
　●オープンDmチューニング　１テイク

　もっとも多いレギュラー・チューニングで見ると、Aのキー
のプレイが断トツで多く用いられています。アコースティッ
ク・ギターのプレイ、特にフィンガーピッキングにおいては、
何のキーでプレイするかがサウンドの特徴を決定する非常に
重要な要素です。Aキーはジョンソンが一番得意とし、その
サウンドを好んだプレイ・キーだったといえるでしょう。各
テイクをよく検証してみると、同じような弾き方をしながら
も微妙なマイナー・チェンジを施すなど、ジョンソンが知り
尽くしたキーだったのです。
　同様にオープンGも圧倒的頻度で用いられており、ジョン
ソンが好んだチューニングだと分かると思います。このオー
プンGとオープンDで弾かれた18テイクは、使用する割合こ
そまちまちではありますが、基本的にすべてボトルネック・
スライド奏法が取り入れられています。オープン・チューニ
ングはやはりスライド奏法のために活用したのです。
　例外的なのが、「Hellhound On My Trail」で用いたオープ
ンDm。これはスキップ・ジェイムスのサウンド・クオリティ
をイミテイトするためにあえて使ったと思われます。そもそ
もオープンDmは開放弦ではマイナー・コード・サウンドになっ
ていますが、１〜３弦と６弦の関係がレギュラー・チューニ
ングと同じですので、ある意味レギュラー・チューニング的
な感覚でも使えるチューニングです。そういった意味ではや
や特殊なチューニングではあります。

ロバート・ジョンソンのギター・アプローチ

　
　オープンDmと同様に、特別な意図を持って特定のキーで
弾くこともありました。詳しくは各曲の解説で触れています
が、ブラインド・ブレイク風のラグタイム・フィーリングを
取り入れるためにCキーでプレイし、ロニー・ジョンソン風
の洗練されたサウンドを出すためにドロップDチューニング
を用いて、Dキーでプレイしています。
　これらの顕著な例を含め、ギター・プレイや歌詞などロバー
ト・ジョンソンの音楽性には多くの他のミュージシャンの影
響が見受けられます。ざっと挙げても、サン・ハウス、チャー
リー・パットン、ウィリー・ブラウンのデルタ三大巨人には
じまり、ロニー・ジョンソン、スクラッパー・ブラックウェル、
トミー・ジョンソン、イシュマン・ブレイシー、ブラインド・
ブレイク、スキップ・ジェイムス、ピーティー・ウィートスト
ロー、ミシシッピー・シークス、ジョニー・テンプル、ハンボー
ン・ウィリー・ニューバーン、ヘンリー・トーマス、ココモ・アー
ノルド、ピアニストでもリロイ・カー、ルーズベルト・サイ
クス…などなど、ずらずら名前が出てきます。
　重要なのは、誰のどの音楽にインスパイアされたもので
あっても、そのサウンドは紛れもなく“ロバート・ジョンソン”
であることです。“悪魔に魂を売って手に入れたテクニック”
は、実は幅広い音楽から学び吸収する能力と、それを自分の
中で昇華させ自分のフィルターを通して“オリジナル”として
作り上げることができた能力から生まれたといえましょう。

　右のリストにある「開放弦からのピッチ差」は、ロバート・
ジョンソンのCDの音源が、コンサート・ピッチ（A=440Hz）
に正確に合わせたギターでカポタストを付けないで弾いた場
合と、どれだけ音程差があるかを表しています。半音を“1”
としていますのでカポの位置と考えることもできるのですが、
実際には半音のさらに半分（0.5で表記）、あるいはそれより微
妙にずれている場合（微妙に高い場合は(+)、低い場合は(-)が
付けてあります）もありますので、「開放弦からのピッチ差」と
いう表現にしました。
　演奏時のジョンソンのチューニングが、ぴったりコンサー
ト・ピッチに合わされていたかどうかにもよりますし、ある
いはオープン・チューニングの場合でも弦のテンションを考
慮してオープンGならG♯あるいはAに上げて合わせることも
あり得ますので、この本ではあえて「カポの位置」とはしませ
んでした。もうひとつ、ピッチのズレに関しては、当時の録
音機器の回転速度の不正確さ、そして再生機器との回転速度
の不一致によるところもあります。
　この点に関しては「戦前ブルース音源研究所」を主宰する友
人の菊地明氏がかなり突っ込んだ興味深い検証を行っており
ます（P.75のコラム参照）。

用いたチューニングとプレイ・キー

様々な影響を基に作り上げたロバジョン・サウンド

開放弦からのピッチ差について
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★ロバート・ジョンソンの全42テイクのチューニング＆プレイ・キー＆ピッチ一覧
録音順 曲名 チューニング（プレイ・キー） 開放弦からのピッチ差

●1936年11月23日　テキサス州サンアントニオ（録音場所：ガンター・ホテル） 

01 Kindhearted Woman Blues（テイク１） Regular（A） 1.5

02 Kindhearted Woman Blues（テイク２） Regular（A） 1（―）

03 I Believe I'll Dust My Broom Drop D（D） 2（―）

04 Sweet Home Chicago Regular（E） 1.5

05 Ramblin' On My Mind（テイク１） Open D（D） 3.5

06 Ramblin' On My Mind（テイク２） Open D（D） 3

07 When You Got A Good Friend（テイク１） Regular（E） 1.5

08 When You Got A Good Friend（テイク２） Regular（E） 1

09 Come On In My Kitchen（テイク１） Open G（G） 3.5

10 Come On In My Kitchen（テイク２） Open G（G） 3.5

11 Terraplane Blues Open G（G） 3.5

12 Phonograph Blues（テイク１） Regular（A） 1.5

13 Phonograph Blues（テイク２） Drop D（D） 1

●1936年11月26日　テキサス州サンアントニオ（録音場所：ガンター・ホテル） 

14 32-20 Blues Regular（A） 0（―）

●1936年11月27日　テキサス州サンアントニオ（録音場所：ガンター・ホテル） 

15 They're Red Hot Regular（C） 0

16 Dead Shrimp Blues Regular（A） 1.5

17 Cross Road Blues（テイク１） Open G（G） 3.5

18 Cross Road Blues（テイク２） Open G（G） 3.5

19 Walking Blues Open G（G） 3.5

20 Last Fair Deal Gone Down Open G（G） 2（+）

21 Preaching Blues (Up Jumped The Devil) Open D（D） 2

22 If I Had Possession Over Judgment Day Open G（G） 2.5

●1937年6月19日　テキサス州ダラス（録音場所：ARCのレコード保管倉庫） 

23 Stones In My Passway Open G（G） 2

24 I'm A Steady Rollin' Man Regular（A） 0（+）

25 From Four Till Late Regular（C） 0（+）

●1937年6月20日　テキサス州ダラス（録音場所：ARCのレコード保管倉庫） 

26 Hellhound On My Trail Open Dm（D） 2.5

27 Little Queen Of Spades（テイク１） Regular（A） 1（―）

28 Little Queen Of Spades（テイク２） Regular（A） 1（―）

29 Malted Milk Drop D（D） 1

30 Drunken Hearted Man（テイク１） Drop D（D） 1

31 Drunken Hearted Man（テイク２） Drop D（D） 1

32 Me And The Devil Blues（テイク１） Regular（A） 1（―）

33 Me And The Devil Blues（テイク２） Regular（A） 1（―）

34 Stop Breakin' Down Blues（テイク１） Open G（G） 3（―）

35 Stop Breakin' Down Blues（テイク２） Open G（G） 3（―）

36 Traveling Riverside Blues（テイク１） Open G（G） 3（―）

37 Traveling Riverside Blues（テイク２） Open G（G） 3（―）

38 Honeymoon Blues Regular（A） 1

39 Love In Vain（テイク１） Regular（G） 1（―）

40 Love In Vain（テイク２） Regular（G） 1（―）

41 Milkcow's Calf Blues（テイク１） Open G（G） 3

42 Milkcow's Calf Blues（テイク２） Open G（G） 3
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　「十字路で悪魔と取引をし、魂を担保にギターの腕前を手
に入れた」というセンセーショナルなロバート・ジョンソンの
クロスロード伝説は、映画の題材にもなったほどです。エリッ
ク・クラプトンがクリーム時代にバンド・アレンジでこの曲
をカバーしたことからも、今日ではジョンソンの作品の中で
もっとも有名曲となったナンバーでしょう。クラプトン以降
も、今日まで多くのロック・アーティスト、アコースティック・
ブルースマンにカバーされてきています。

　PART 1のDVD連動ページでも取り上げたオープンG
チューニングを用いたボトルネック・スライド・ナンバー。
同じくオープンGを用いたスライドの代表曲「Terraplane 
Blues」のパターンとは、やや趣を異にする独特のアレンジに
なっています。小節数や拍数などは例によって不定型ですが、
ジョンソンのオリジナル演奏を聴いてもらうと分かるように、
歌とギターが絶妙に絡み合うことで、全くもって違和感なく
自然に聴こえます。

Cross Road Blues
クロスロード・ブルース

NO.12

S o n g  H i s t o r y

PART オリジナル全29曲完全分析2
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オープンＧチューニング：DGDGBD/6→1
Key＝G

「Cross Road Blues」Words & Music by Robert Johnson

G u i t a r  S t y l e  o f  R o b e r t  J o h n s o n
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Cross Road Blues

　“夜中の12時少し前、人影のない十字路で悪魔と取引を
して、その卓越したギターの腕前を手に入れた”…まこと
しやかに語り継がれるロバート・ジョンソンのこのクロス
ロード伝説は、彼の神がかったギター・プレイを聴くにつ
け、我々の妄想を膨らませてくれます。
　ただ、悪魔を肩書きに使ったブルースマンは、ロバート・
ジョンソンだけではなかったようです。“悪魔の義理の息
子”あるいは“地獄の保安官”の異名を取ったピーティー・
ウィートストローもそんなひとりでした。セントルイスを
中心に1930年代に活躍したピーティーは、合計161曲に
も及ぶ録音を残し、ジョンソン以前にすでにブルース・シー
ンで絶大な人気を誇った大物でした。ジョンソンが悪魔と
の関わりを売りにしたのも、このピーティーをお手本にし
たのではないかと言われます。ピアノがメインだったピー
ティーですが、ギターも弾き、そのオープンGにおける押
弦コード・アプローチはジョンソンも実際に影響を受けて
いますので、あながちあり得ないことではないでしょう。

　もうひとり、1920年代に録音を残したジャクソン・ブ
ルースの巨人、トミー・ジョンソンも忘れてはいけません。
実は、ロバート・ジョンソンよりかなり前に、“悪魔に魂
を売ってギターのテクニックを手に入れた”エピソードを
語っていたと、彼の兄弟が証言しています。あちゃー、まっ
たくもってドンピシャじゃないですか！ 当時は当然のこと
ながら今のような情報化社会ではありませんので、人の
ネタを多少拝借してもそうそうばれることもないでしょう
し、文句を言う人もいないでしょう。ちなみに、ロバート・
ジョンソンのファルセット唱法もトミーの影響だと思われ
ます。
　人気商売である以上、売りになるエピソードは確かに
重要です。かのスタン・ハンセンも、単にボディスラムを
かけ損なってブルーノ・サンマルチノの首にケガをさせて
しまったのに、“ウェスタン・ラリアットで首を折った”と
勲章にしてからブレイクしましたからねえ。え？ 全然関
係ないですか？ うーん、ちょっと違いますかね（笑）。

C o l u m n

ロバート・ジョンソンは本当に十字路で悪魔と取引したのか
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